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は
じ
め
に

　

内
田
百
閒
は
日
本
文
学
報
国
会
へ
の
入
会
を
拒
ん
だ
数
少
な
い
作
家
の
一
人

と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
戦
時
下
の
一
九
四
〇
年
代
前
半
に
旺

盛
な
執
筆
活
動
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

日
本
文
学
報
国
会
結
成
以
前
の
い
わ
ゆ
る
ペ
ン
部
隊
に
も
加
わ
ら
ず
、
日
中
戦

争
か
ら
日
本
の
敗
戦
ま
で
を
通
じ
て
一
度
も
従
軍
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
百
閒

が
、
そ
の
間
も
広
範
囲
に
わ
た
る
雑
誌
・
新
聞
で
活
動
を
継
続
で
き
た
理
由
の

一
つ
は
、
こ
の
作
家
が
一
九
三
九
年
四
月
、
日
本
郵
船
株
式
会
社
に
嘱
託
社
員

と
し
て
入
社
し
た
こ
と
に
あ
る
。
友
人
の
辰
野
隆
の
斡
旋
に
よ
る
就
職
）
1
（

で
、
業

務
は
社
内
文
書
の
文
章
指
導
と
い
う
も
の
だ
っ
た
）
2
（

。

　

こ
の
日
本
郵
船
在
職
中
に
百
閒
は
、
日
本
が
植
民
地
と
し
て
い
た
台
湾
へ
赴

き
、
当
地
の
印
象
を
旅
行
記
と
し
て
発
表
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
旅
行
を
中

心
と
し
た
百
閒
の
日
本
郵
船
時
代
の
活
動
に
つ
い
て
、
そ
の
特
質
を
考
察
す
る
。

ま
ず
、
次
節
で
百
閒
の
旅
行
を
め
ぐ
る
当
時
の
状
況
を
確
認
し
、
旅
行
記
の
記

述
を
も
と
に
、
利
用
し
た
航
路
・
鉄
路
や
観
光
し
た
場
所
を
日
程
順
に
整
理
す

る
。
次
に
旅
程
の
特
徴
と
旅
行
記
の
性
格
を
検
討
し
た
う
え
で
、
こ
の
時
期
の

日
本
郵
船
嘱
託
社
員
と
し
て
の
他
の
活
動
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
質
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
ま
た
、
こ
れ
を
も
と
に
、
台
湾
旅
行
記
を
含
む
百
閒

の
執
筆
活
動
が
、
当
時
の
旅
行
ブ
ー
ム
の
背
景
に
あ
る
植
民
地
主
義
の
浸
透
に

お
い
て
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
も
一
考
を
加
え
た
い
。

一
　
台
湾
旅
行
の
背
景

　

百
閒
の
台
湾
旅
行
は
、
の
ち
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
岡
山
中
学
の
先
輩
で
当
時

台
南
在
住
の
中
川
蕃
に
誘
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
実
現
し
た
。
百

閒
の
書
き
記
す
と
こ
ろ
で
は
「
郵
船
の
嘱
託
に
な
つ
て
ゐ
た
か
ら
船
は
た
だ
で
」、

「
会
社
か
ら
私
一
人
用
の
一
等
船
室
を
取
つ
て
お
い
て
く
れ
た
」
た
め
、
き
わ

め
て
快
適
な
船
旅
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
）
3
（

。
明
治
製
糖
株
式
会
社
の
重
役
を
務
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め
る
中
川
は
門
司
で
百
閒
に
合
流
し
、
現
地
で
の
最
初
の
三
日
間
同
行
し
た
の

ち
、
四
日
目
か
ら
は
秘
書
を
派
遣
し
て
付
き
添
わ
せ
た
）
4
（

。
四
日
目
か
ら
六
日
目

に
か
け
て
塩
水
港
庁
蔴
荳
支
庁
（
現
台
南
市
麻
豆
）
の
明
治
製
糖
に
投
宿
し
台

南
見
物
を
し
て
い
る
の
も
、
中
川
の
厚
意
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
日
本
郵
船
の

嘱
託
と
い
う
肩
書
の
お
か
げ
で
「
船
は
た
だ
」
で
あ
る
以
上
、
当
時
複
数
あ
っ

た
日
本
の
植
民
地
の
い
ず
れ
に
も
行
く
こ
と
が
で
き
た
百
閒
が
台
湾
に
向
か
っ

た
の
は
、
友
人
が
親
身
に
な
っ
て
申
し
分
の
な
い
旅
行
プ
ラ
ン
を
用
意
し
て
く

れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
百
閒
も
船
旅
や
海
を
隔
て
た
土
地
の
風
景
に
全
く
興
味
が
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
百
閒
が
日
本
郵
船
嘱
託
に
着
任
し
て
す
ぐ
に
取
り
組
ん
だ
の

は
、
執
務
室
に
用
意
さ
れ
て
い
た
「
航
路
案
内
」
を
読
み
ふ
け
る
こ
と
だ
っ
た
。

　

…
…
初
め
て
日
本
郵
船
に
出
社
し
た
時
、
当
て
が
は
れ
た
机
の
上
に
長

方
形
の
金
網
の
籠
が
三
つ
並
ぺ
て
あ
つ
た
。
そ
の
中
の
二
つ
に
は
既
決
未

決
の
小
さ
な
木
札
が
つ
い
て
ゐ
る
。
し
か
し
私
の
決
裁
す
る
書
類
が
廻
つ

て
来
る
わ
け
で
は
な
い
。
籠
の
中
に
切
符
発
売
所
の
棚
に
列
べ
て
あ
る
様

な
各
線
の
航
路
案
内
を
積
み
重
ね
て
く
れ
た
。
新
入
り
の
お
や
ぢ
を
一
通

り
教
育
す
る
つ
も
り
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
又
こ
ち
ら
で
も
初
め
の

内
は
な
ん
に
も
用
事
が
な
か
つ
た
か
ら
、
毎
日
洋
服
を
著
用
し
て
物
物
し

く
出
勤
は
す
る
が
、
机
に
向
か
つ
て
航
路
案
内
の
小
冊
子
を
丹
念
に
読
む

の
が
一
日
の
仕
事
で
あ
つ
た
。
沢
山
あ
る
の
で
二
日
や
三
日
で
は
読
み
切

れ
な
い
。
ま
だ
読
ま
な
い
の
を
未
決
の
籠
に
積
み
、
読
み
了
は
つ
た
の
を

既
決
の
籠
の
中
に
重
ね
る
事
に
し
た
。 

（「
航
路
案
内
）
5
（

」）

　

前
述
の
よ
う
に
社
内
の
文
章
指
南
役
と
し
て
入
社
し
た
百
閒
に
は
、
実
際
に

そ
の
よ
う
な
業
務
が
回
っ
て
く
る
こ
と
は
少
な
く
、
勤
務
中
「
航
路
案
内
に
読

み
耽
つ
て
到
頭
あ
ら
か
た
片
附
け
て
し
ま
」
う
だ
け
の
時
間
が
あ
っ
た
。
し
か

し
そ
れ
は
「
船
会
社
に
来
た
お
つ
き
合
ひ
に
読
ん
だ
わ
け
で
は
な
」
く
、「
知

ら
ぬ
海
や
港
や
島
島
の
記
述
が
面
白
か
つ
た
」
か
ら
で
あ
る
と
い
う
）
6
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
川
が
台
湾
旅
行
を
提
案
す
る
以
前
か
ら
、
日
本
郵
船
に
就

職
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
百
閒
の
心
中
に
も
「
異
国
」
に
し
て
「
日
本
」
で
あ
る

「
外
地
」
へ
の
関
心
）
7
（

が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
え
る
。
い
い
か
え
れ
ば
百

閒
の
台
湾
旅
行
は
、
本
人
の
日
本
郵
船
入
社
と
、
友
人
か
ら
の
個
人
的
な
提
案

の
両
方
が
あ
っ
て
こ
そ
実
現
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
次
節
か
ら
は
そ
の
台

湾
行
き
で
百
閒
が
ど
の
よ
う
な
旅
程
を
た
ど
っ
た
の
か
を
、
旅
行
記
と
日
記
の

記
述
を
も
と
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

二
　
百
閒
の
た
ど
っ
た
旅
程

　

当
時
の
百
閒
の
日
記
に
は
、
一
九
三
九
年
十
一
月
九
日
に
神
戸
港
を
出
発
し
、

十
二
日
か
ら
二
十
日
ま
で
台
湾
に
滞
在
し
た
の
ち
、
二
十
三
日
に
神
戸
港
へ
再

び
到
着
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
台
湾
旅
行
記
の
一
つ
に
よ
れ
ば

「
日
台
」
間
の
往
復
に
は
神
戸
基
隆
線
（
航
路
）
を
利
用
し
、
往
路
は
当
時
の

日
本
郵
船
が
所
有
す
る
大
和
丸
、
復
路
は
同
じ
く
富
士
丸
に
乗
船
し
た
）
8
（

。
日
記

に
記
さ
れ
た
台
湾
旅
行
の
概
略
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
十
一
月
九
日
に
神
戸
を
出
て
十
二
日
に
基
隆
へ
着
き
、
十
四
日
ま
で
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は
現
地
在
住
の
知
人
を
訪
ね
た
り
、
日
本
郵
船
関
係
の
宴
会
に
出
席
し
た
り
し

て
過
ご
し
た
。
十
四
日
遅
く
に
夜
行
列
車
で
台
南
に
向
か
い
、
十
五
日
か
ら
十

七
日
ま
で
の
三
日
間
を
台
南
見
物
に
充
て
て
い
る
。
十
八
日
に
台
北
へ
戻
っ
て

再
び
日
本
郵
船
関
係
の
宴
会
に
出
席
し
た
。
十
九
日
に
休
息
を
挟
み
、
二
十
日

に
基
隆
へ
向
か
い
日
本
郵
船
基
隆
支
社
で
講
話
を
行
っ
た
の
ち
富
士
丸
に
乗
船

し
、
二
十
三
日
に
神
戸
に
到
着
し
た
。
持
病
の
発
作
が
繰
り
返
し
起
こ
っ
て
い

た
）
9
（

こ
と
も
あ
り
、
全
体
と
し
て
は
強
い
て
観
光
地
に
出
か
け
な
い
日
も
多
く
余

裕
の
あ
る
日
程
だ
が
、
三
日
間
の
台
南
見
物
で
は
前
述
の
明
治
製
糖
を
根
拠
地

と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
旅
で
百
閒
が
用
い
た
交
通
手
段
の
中
心
は
、
鉄
道
で
あ
る
。
右
に

示
し
た
と
お
り
、
前
半
は
基
隆
か
ら
台
北
、
中
三
日
間
は
台
南
周
遊
、
後
半
に

再
び
台
南
か
ら
台
北
、
そ
し
て
基
隆
の
順
で
主
に
島
の
西
側
を
移
動
し
た
の
が

百
閒
の
台
湾
め
ぐ
り
だ
と
い
え
る
。
こ
の
五
年
前
に
台
湾
総
督
府
交
通
局
鉄
道

部
よ
り
発
行
さ
れ
た
昭
和
九
年
度
の
『
台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
）
10
（

』
を
参
照
す
る
と
、

以
上
の
よ
う
な
ル
ー
ト
を
と
る
た
め
に
は
、
縦
貫
線
と
明
治
製
糖
線
を
利
用
す

る
こ
と
に
な
る
。
旅
行
記
に
書
き
込
ま
れ
た
自
動
車
、
バ
ス
等
の
利
用
状
況
を

踏
ま
え
、
台
湾
に
お
け
る
九
日
間
の
移
動
手
段
を
整
理
す
る
と
、
百
閒
が
以
下

の
よ
う
な
旅
程
を
た
ど
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

《
台
湾
で
の
旅
程
》
三
点
リ
ー
ダ
は
鉄
道
以
外
で
の
移
動
を
、
括
弧
内
は

交
通
機
関
・
手
段
を
表
す
。
地
名
・
駅
名
等
の
表
記
は
当
時
の
資
料
に
よ

る
。
以
下
の
旅
程
の
根
拠
と
な
る
一
九
四
〇
年
代
の
台
湾
旅
行
に
関
す
る

テ
キ
ス
ト
は
、
本
稿
の
末
尾
に
ま
と
め
て
記
載
し
た
。

一
九
三
九
年
十
一
月
十
二
日　
　

 

日
本
郵
船
株
式
会
社
大
和
丸
下
船
│
基
隆

駅
│
台
北
…
吾
妻
旅
館
│
（
バ
ス
？
）
│

草
山
…
大
屯
ホ
テ
ル

同　
　
　
　
　
　
　

十
三
日　
　

 

大
屯
ホ
テ
ル
│
（
自
動
車
）
│
吾
妻
旅
館

│
台
北
市
内
散
策
│
台
湾
拓
殖
株
式
会
社

│
吾
妻
旅
館
│
瓢
亭

同　
　
　
　
　
　
　

十
四
日　
　

 

吾
妻
旅
館
│
蓬
莱
閣
│
吾
妻
旅
館
│
台
北

駅
（
縦
貫
線
夜
行
）

同　
　
　
　
　
　
　

十
五
日　
　

 （
縦
貫
線
夜
行
）
│
高
雄
駅
…
高
雄
市
内

散
策
│
（
潮
州
線
）
│
溪
州
駅
│
（
潮
州

線
折
り
返
し
）
│
屏
東
駅
…
（
自
動
車
）

…
「
蕃
屋
」〔
先
住
民
族
住
居
。
後
述
〕

│
台
南
駅
…
台
南
市
内
散
策
│
番
子
田
駅

│
（
明
治
製
糖
線
番
子
田
線
）
│
蔴
荳
駅

…
明
治
製
糖
株
式
会
社

同　
　
　
　
　
　
　

十
六
日　
　

 

蔴
荳
│
（
自
動
車
）
│
台
南
市
中
散
策
…

（
自
動
車
）
…
安
平
城
│
（
自
動
車
）
│

蔴
荳

同　
　
　
　
　
　
　

十
七
日　
　

 

蔴
荳
│
（
明
治
製
糖
線
番
子
田
線
）〔
ガ

ソ
リ
ン
カ
ー
故
障
の
た
め
、
中
途
よ
り
自
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動
車
に
振
替
輸
送
〕
│
佳
里
農
場
│
蔴
荳

…
明
治
製
糖
株
式
会
社

同　
　
　
　
　
　
　

十
八
日　
　

 （
縦
貫
線
急
行
）
│
台
北
駅
…
吾
妻
旅
館

…
梅
屋
敷

同　
　
　
　
　
　
　

十
九
日　
　

吾
妻
旅
館

同　
　
　
　
　
　
　

二
十
日　
　

 

吾
妻
旅
館
…
台
北
駅
│
（
縦
貫
線
）
│
基

隆
駅
…
日
本
郵
船
基
隆
支
社
…
日
本
郵
船

株
式
会
社
富
士
丸
乗
船

　

こ
う
し
た
旅
程
を
『
台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
』
と
比
較
し
て
み
る
と
、
百
閒
は

必
ず
し
も
主
要
な
観
光
地
を
回
ろ
う
と
は
し
て
い
な
い
一
方
で
、
た
と
え
ば
十

五
日
の
旅
程
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
縦
貫
線
と
潮
州
線
（
一
九
四
一
年
に
屏
東

線
と
し
て
全
線
開
通
。
以
下
、
一
九
三
九
年
当
時
の
名
称
で
あ
る
「
潮
州
線
」

を
表
記
に
用
い
る
）
を
利
用
し
て
か
な
り
の
長
距
離
を
移
動
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

　

縦
貫
線
に
つ
い
て
は
、
十
二
日
の
基
隆
上
陸
か
ら
台
北
に
向
か
う
際
に
も
乗

車
し
た
こ
と
か
ら
、
十
四
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
の
夜
行
列
車
に
よ
る
台
北

│
高
雄
間
移
動
に
よ
り
、
路
線
の
大
部
分
を
「
制
覇
」
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま

た
潮
州
線
も
始
発
駅
の
高
雄
か
ら
「
台
湾
幹
線
の
ど
ん
詰
ま
り
」
す
な
わ
ち
終

点
で
あ
る
溪
州
ま
で
乗
車
し
た
う
え
で
、
復
路
で
下
車
し
観
光
す
る
と
い
う
よ

う
に
、
路
線
を
フ
ル
活
用
し
て
の
観
光
を
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
百
閒
の
台
湾
周
遊
の
特
徴
は
長
距
離
移
動
に
あ
り
、
旅
程
の
大

半
を
公
共
交
通
機
関
で
の
移
動
に
充
て
、
車
窓
か
ら
「
異
国
」
の
風
景
を
眺
め

る
時
間
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
旅
行
の
あ
り
か
た
は

『
台
湾
鉄
道
旅
行
』
に
「
遊
覧
順
序
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
一

定
の
エ
リ
ア
に
お
い
て
複
数
の
有
名
な
観
光
地
を
回
る
も
の
と
は
性
格
を
異
に

し
て
お
り
、
む
し
ろ
公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
そ
の
も
の
を
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
文
章
化
し
た
一
連

の
文
章
は
、
台
湾
旅
行
記
で
あ
る
と
同
時
に
文
字
通
り
の
「
鉄
道
旅
行
」
案
内

だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

三
　
利
用
路
線
の
性
格

　

私
が
台
湾
に
ゐ
た
の
は
九
日
間
で
あ
る
。
基
隆
に
上
陸
し
た
二
三
日
後

に
夜
行
列
車
で
台
北
を
立
つ
て
台
南
に
向
か
っ
た
。
蕃
仔
田
駅
で
は
ま
だ

暗
か
つ
た
が
、
台
南
駅
に
著
い
た
時
は
明
か
る
か
つ
た
様
に
思
ふ
。
初
め

の
予
定
で
は
台
南
で
下
車
す
る
つ
も
り
で
あ
つ
た
け
れ
ど
、
ぢ
つ
と
し
て

ゐ
れ
ば
汽
車
は
ま
だ
南
の
方
へ
行
く
の
で
そ
の
儘
乗
り
続
け
て
高
雄
へ
行

き
、
市
中
を
一
回
り
し
て
更
に
乗
り
つ
い
で
鉄
線
道
路
の
南
端
の
溪
州
ま

で
行
つ
た
。（
中
略
）
帰
途
は
屏
東
と
台
南
に
寄
つ
て
、
夕
方
蕃
仔
田
線

に
乗
り
、
社
線
に
乗
り
換
へ
て
蔴
荳
の
明
治
製
糖
の
本
社
に
帰
つ
て
来
た
。

 

（「
基
隆
の
結
滞
」）

　

前
述
の
よ
う
に
百
閒
は
台
湾
旅
行
に
お
い
て
、
縦
貫
線
と
潮
州
線
、
そ
し
て

明
治
製
糖
線
番
子
田
線
を
利
用
し
た
。
長
距
離
移
動
に
欠
か
せ
な
か
っ
た
の
は
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島
の
西
側
を
南
北
に
走
る
縦
貫
線
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
お
そ
ら
く
最
も
長
い

時
間
乗
車
し
た
の
が
こ
の
路
線
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
高
雄
以
南
の
周

遊
で
は
潮
州
線
（
屏
東
線
）
が
、
明
治
製
糖
会
社
を
旅
の
拠
点
と
し
て
の
農
業

地
域
観
光
で
は
番
子
田
線
が
主
な
移
動
の
足
に
な
っ
た
。
以
下
、
各
路
線
の
特

色
を
概
観
し
て
い
く
。

　

ま
ず
、
縦
貫
線
と
は
、
当
時
の
清
が
台
湾
を
植
民
地
化
す
る
に
あ
た
り
基
隆

か
ら
台
北
、
そ
し
て
新
竹
ま
で
敷
設
し
た
路
線
を
、
日
清
戦
争
後
に
日
本
が
島

の
領
有
と
同
時
に
接
収
し
、
一
九
〇
八
年
に
高
雄
へ
と
延
伸
・
開
通
さ
せ
た
路

線
で
あ
る
）
11
（

。
こ
れ
に
よ
り
「
台
湾
西
部
で
は
南
北
の
往
来
が
容
易
に
な
り
、
人

や
物
の
動
き
が
飛
躍
的
に
活
発
に
な
っ
た
）
12
（

」
こ
と
か
ら
、
植
民
地
台
湾
に
お
け

る
最
も
主
要
な
路
線
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
横
路
啓
子
は
一
九
二
九
年

の
台
湾
、
と
り
わ
け
台
北
の
都
市
景
観
が
「
旅
行
者
に
エ
キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
を
感

じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
に
日
本
的
で
あ
っ
た
」
こ
と
の
背
景
に
「
内
地
」
か
ら
の
移

住
者
の
増
加
と
渡
航
ル
ー
ト
の
充
実
に
よ
る
「
日
本
人
社
会
の
形
成
」
を
挙
げ

て
い
る
）
13
（

が
、
そ
の
よ
う
な
「
近
代
化
」
と
「
日
本
化
」
に
、
清
朝
の
支
配
下
で

達
成
さ
れ
な
か
っ
た
縦
貫
線
の
完
全
開
通
が
大
き
く
寄
与
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と

は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

こ
う
し
た
縦
貫
線
の
う
ち
百
閒
が
台
北
か
ら
高
雄
ま
で
乗
車
し
た
の
は
、
基

隆
〜
高
雄
間
を
結
ぶ
一
日
二
往
復
計
四
本
の
急
行
の
う
ち
の
夜
行
列
車
で
、

一
・
二
等
寝
台
に
は
車
内
扇
風
機
・
読
書
灯
・
喫
煙
室
が
完
備
さ
れ
て
い
た
）
14
（

。

し
た
が
っ
て
百
閒
の
日
記
や
随
筆
に
詳
細
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
縦
貫

線
の
夜
行
は
、
長
距
離
で
は
あ
る
も
の
の
そ
の
分
移
動
時
間
を
快
適
に
過
ご
す

た
め
の
環
境
が
提
供
さ
れ
て
い
た
車
両
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
充

実
し
た
旅
客
車
両
を
整
備
す
る
こ
と
も
ま
た
当
時
の
大
日
本
帝
国
が
自
ら
の

「
国
力
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
一
形
態
で
あ
る
と
同
時
に
、「
内
地
」
か
ら
の
旅
行

者
を
呼
び
込
む
一
つ
の
有
効
な
手
段
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
百
閒
の
利
用
し
た
路
線
は
、
高
雄
駅
で
縦
貫
線
か
ら
乗
り
換
え
た
潮
州

線
で
あ
る
。
こ
の
路
線
は
完
成
ま
で
に
「
淡
水
溪
（
現
在
の
高
屏
溪
）
の
長
大

な
橋
梁
架
設
に
手
間
取
り
工
事
進
捗
が
遅
れ
」
た
と
い
う
経
緯
）
15
（

を
も
つ
だ
け
あ

り
、
車
窓
か
ら
は
台
湾
最
大
の
流
域
面
積
を
誇
る
高
屏
溪
（
当
時
の
下
淡
水
溪
）

を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
様
子
は
百
閒
の
旅
行
記
で
言
及
さ
れ
て
お

り
、
さ
ら
に
列
車
が
広
大
な
バ
ナ
ナ
畑
沿
い
を
走
っ
て
も
い
た
と
記
さ
れ
て
い

る
）
16
（

。
つ
ま
り
こ
の
潮
州
線
に
は
、
台
湾
南
部
の
自
然
と
産
業
が
「
異
国
情
緒
」

を
誘
う
風
景
と
し
て
一
望
で
き
る
と
い
う
特
色
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
内
地
人
」
に
と
っ
て
先
ほ
ど
の
縦
貫
線
が
設
備
の
「
近
代
化
」
を
通
し
て
台

湾
を
「
発
展
」
さ
せ
て
い
る
と
い
う
日
本
の
ア
ピ
ー
ル
を
代
表
す
る
も
の
だ
と

す
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
潮
州
線
は
そ
の
よ
う
な
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
る
植
民
地

主
義
の
心
性
を
肯
定
し
、
な
お
か
つ
「
近
代
以
前
」
へ
の
郷
愁
に
浸
る
こ
と
を

許
す
ロ
ー
カ
ル
線
だ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
潮
州
線
を
折
り
返
し
縦
貫
線
に
乗
り
継
い
だ
の
ち
、
番
子

田
駅
か
ら
乗
り
換
え
と
な
る
明
治
製
糖
線
番
子
田
線
は
、
そ
の
名
前
の
と
お
り

本
来
は
台
湾
の
特
産
品
で
あ
る
砂
糖
黍
を
運
搬
す
る
た
め
に
製
糖
会
社
が
用
い

る
貨
物
列
車
の
軌
道
で
あ
っ
た
。
他
の
製
糖
会
社
線
で
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら

旅
客
列
車
を
導
入
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
）
17
（

が
、
百
閒
の
台
湾
滞
在
時
の
番
子
田
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線
で
は
旅
客
の
便
乗
が
関
係
者
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
）
18
（

。

　

こ
う
し
た
成
り
立
ち
の
ゆ
え
に
、
番
子
田
線
の
車
体
は
小
さ
く
、
砂
糖
黍
畑

の
中
を
進
む
「
機
動
車
」
と
呼
ば
れ
る
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
で
あ
っ
た
）
19
（

。
幹
線
で
あ

る
縦
貫
線
の
移
動
で
は
見
ら
れ
な
い
農
業
地
域
に
足
を
伸
ば
し
て
の
観
光
は
、

本
来
は
「
砂
糖
の
乗
る
汽
車
）
20
（

」
に
便
乗
す
る
と
い
う
興
味
深
さ
と
も
相
性
の
良

い
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
砂
糖
黍
畑
の
収

穫
は
、
当
時
の
明
治
製
糖
株
式
会
社
に
よ
っ
て
原
材
料
化
・
製
品
化
さ
れ
、
台

湾
を
含
む
「
外
地
」
と
「
内
地
」
で
消
費
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
前
述
の
と

お
り
百
閒
は
台
南
地
域
の
周
遊
に
際
し
て
、
明
治
製
糖
重
役
で
あ
る
中
川
蕃
の

計
ら
い
で
同
社
を
拠
点
に
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
旅
程
で
利
用
し
た
明
治
製

糖
番
子
田
線
か
ら
見
え
る
砂
糖
黍
畑
は
、
い
か
に
も
「
台
湾
ら
し
い
」
風
景
と

し
て
百
閒
の
心
に
印
象
づ
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
百
閒
が
台
湾
旅
行
で
利
用
し
た
鉄
道
路
線
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異

な
る
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
移
動
手
段
や
移
動
時
間
の
楽
し
み

を
重
視
す
る
と
い
う
旅
の
特
色
は
、
こ
う
し
た
長
距
離
移
動
と
複
数
路
線
の
利

用
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
台
湾
旅
行
の
模
様
を
え

が
い
た
一
連
の
旅
行
記
は
、
一
九
四
〇
年
代
に
お
け
る
百
閒
の
執
筆
活
動
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
所
属
す
る
日
本
郵
船
株
式
会
社
と
そ
れ
が
推
し
進
め
る
植
民

地
主
義
の
も
と
で
、「
外
地
」
へ
の
旅
行
ブ
ー
ム
を
宣
伝
す
る
役
割
を
果
た
し

て
も
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
百
閒
が
移
動
そ
の
も
の
を
旅
の
楽
し
み
に
し
て
い
た
と
は
い
え
、

い
わ
ゆ
る
観
光
地
に
ま
っ
た
く
興
味
を
持
た
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
次
節

で
は
旅
行
記
の
中
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
当
時
の
「
観
光
地
」
に
、
百
閒
が
ど
の

よ
う
な
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

四
　
先
住
民
族
に
会
う

　
　
│
│
「
屏
東
の
蕃
屋
」
に
お
け
る
「
生
蕃
」

　

前
述
の
よ
う
に
縦
貫
線
夜
行
で
台
湾
南
部
に
向
か
っ
た
百
閒
は
、
潮
州
線
に

乗
り
換
え
て
終
点
ま
で
の
景
色
を
車
窓
か
ら
眺
め
る
旅
程
を
選
ん
だ
。
そ
の
復

路
に
は
、
屏
東
駅
か
ら
自
動
車
で
当
時
「
蕃
屋
」
と
呼
ば
れ
た
先
住
民
族
の
住

居
に
立
ち
寄
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
体
験
を
「
屏
東
の
蕃
屋
」（『
海
運
報
国
』

一
九
四
〇
年
四
月
）
に
書
き
記
し
て
い
る
。

　

片
側
に
生
垣
の
あ
る
裏
町
の
様
な
所
を
自
動
車
が
走
つ
て
蕃
屋
の
前
に

停
ま
つ
た
。
目
の
下
に
見
え
る
位
の
低
い
屋
根
が
あ
つ
て
、
前
面
の
片
隅

に
は
暗
い
戸
口
が
口
を
開
け
て
ゐ
る
。
こ
の
中
に
生
蕃
が
ゐ
る
の
だ
な
と

思
っ
た
が
、
し
か
し
す
ぐ
傍
の
樹
蔭
に
は
縁
台
が
据
ゑ
て
あ
り
、
又
椅
子

テ
ー
ブ
ル
も
備
へ
つ
け
て
あ
る
。
そ
こ
は
蕃
屋
の
案
内
所
で
あ
っ
て
、
硝

子
戸
棚
の
中
に
は
清
涼
飲
料
水
な
ど
が
列
べ
て
あ
る
。

　

こ
の
「
蕃
屋
」
は
、
当
時
の
台
湾
旅
行
に
あ
っ
て
ご
く
一
般
的
な
行
先
で

あ
っ
た
。
百
閒
が
意
外
に
感
じ
た
よ
う
に
「
椅
子
テ
ー
ブ
ル
」
が
備
え
付
け
ら

れ
、
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
が
用
意
さ
れ
て
い
た
の
も
こ
こ
が
本
来
的
な
意
味
で
の

先
住
民
族
住
居
と
は
異
な
り
、「
案
内
所
」
を
設
け
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
『
台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
』
で
も
屏
東
駅
の
項
目
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に
は
「
駅
│
飛
行
聯
隊
│
台
湾
製
糖
会
社
工
場
│
蕃
屋
、
公
園
、
阿
緱
神
社
」

と
い
う
「
遊
覧
順
序
」
が
紹
介
さ
れ
、「
蕃
屋
」
に
つ
い
て
は
「
蕃
人
の
家
屋

を
其
の
ま
ゝ
移
し
建
て
た
も
の
で
、
彼
等
が
下
山
し
た
時
の
宿
泊
所
に
充
て
る

と
ゝ
も
に
、
彼
等
の
風
俗
を
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
喜
ば
れ
て
ゐ
る
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
）
21
（

。
そ
の
よ
う
な
「
彼
ら
の
風
俗
を
紹
介
す
る
」
先
住
民
住
居
の
様

子
を
、
百
閒
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

反
対
の
側
に
歩
い
て
行
く
と
、
そ
こ
は
壁
際
が
一
段
高
く
な
つ
て
ゐ
る
。

後
か
ら
案
内
人
が
や
つ
て
来
て
、
こ
こ
は
身
内
の
者
が
死
ん
だ
時
に
埋
め

て
お
く
所
で
す
。
生
蕃
は
死
骸
を
家
の
外
へ
持
ち
出
す
事
を
し
な
い
と
云

つ
た
の
で
変
な
気
持
が
し
た
。（
中
略
）

　

三
方
は
壁
で
塗
り
つ
ぶ
し
、
一
側
に
し
か
窓
は
な
か
つ
た
。
こ
の
窓
の

明
り
下
の
右
と
左
に
座
が
張
つ
て
あ
つ
て
、
一
方
に
は
老
婦
人
が
ゐ
た
様

で
あ
つ
た
け
れ
ど
、
何
だ
か
む
く
む
く
し
て
ゐ
て
、
私
は
は
つ
き
り
様
子

を
見
な
か
つ
た
。
も
う
一
つ
の
座
の
上
に
ゐ
る
の
は
生
蕃
夫
人
で
あ
る
。

鏡
台
を
置
き
、
化
粧
品
も
の
つ
か
つ
て
ゐ
た
様
で
あ
る
。
そ
こ
の
壁
に
い

ろ
い
ろ
の
ポ
ス
タ
ー
が
ぶ
ら
下
げ
て
あ
る
の
は
、
装
飾
を
こ
ら
し
た
も
の

と
思
は
れ
た
。

　

百
閒
が
当
時
の
侮
蔑
的
な
表
現
で
「
生
蕃
」
と
繰
り
返
し
呼
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
民
族
は
本
来
、
山
地
に
住
む
人
々
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
こ
の
「
屏
東
の
蕃
屋
」
の
中
で
「
マ
イ
チ
ヨ
ス
酋
長
」
と
呼
ば
れ
る

住
居
の
主
が
「
パ
イ
ワ
ン
族
に
属
し
、
そ
の
中
の
ラ
イ
バ
ア
ン
社
の
頭
目
」
で

あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
台
湾
先
住
民
族
に
お
け
る
「
頭
目
」
と
は
、
清

朝
由
来
の
呼
称
で
平
民
に
対
す
る
貴
族
を
意
味
す
る
）
22
（

こ
と
か
ら
、
山
中
の
集
落

で
あ
る
「
ラ
イ
バ
ア
ン
社
」
の
代
表
者
ま
た
は
主
要
な
立
場
に
あ
る
人
物
を
移

住
さ
せ
た
の
が
こ
の
「
蕃
屋
」
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

百
閒
が
「
変
な
気
持
」
や
「
一
側
に
し
か
窓
は
な
か
つ
た
」
と
違
和
感
を
も
っ

て
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
パ
イ
ワ
ン
族
の
死
生
観
や
住
居
の
構
造
は
「
内
地
」

の
そ
れ
と
は
異
な
る
点
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
「
死
骸
を
家
の
外
へ
持
ち

出
す
事
を
し
な
い
」
の
は
、
台
湾
先
住
民
族
で
は
屋
内
埋
葬
が
一
般
的
で
あ
る

こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
社
会
人
類
学
者
の
松
澤
員
子
に
よ
れ
ば
パ
イ
ワ
ン
族
は

山
上
を
死
者
の
行
き
先
と
捉
え
る
一
方
で
「
祖
霊
は
い
つ
も
子
孫
の
身
近
に
い

る
と
も
考
え
」
て
い
る
と
い
う
）
23
（

。
ま
た
窓
が
少
な
い
理
由
は
、
先
住
民
族
が
生

活
の
場
と
し
て
き
た
山
地
の
地
形
を
生
か
し
て
住
居
を
建
て
て
い
た
こ
と
に
あ

る
。
す
な
わ
ち
「
谷
側
を
家
屋
の
前
面
に
し
て
、
斜
面
を
家
の
壁
と
し
て
利
用

し
て
」「
家
屋
内
を
掘
り
下
げ
た
竪
穴
式
住
居
」
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
）
24
（

た
め
、

一
方
向
以
上
に
風
の
抜
け
る
窓
を
設
け
る
日
本
家
屋
と
は
自
然
に
異
な
る
構
造

を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
う
し
た
民
俗
的
背
景
に
ま
で
は
分
け
入
ら
ず
、
単
に
「
未

開
」
性
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
の
み
住
居
を
眺
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
が
、
百

閒
の
先
住
民
族
と
の
出
会
い
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
百
閒

が
当
時
の
「
内
地
人
」
の
典
型
と
し
て
、
彼
ら
を
「
生
蕃
」
と
呼
ん
で
見
下
し
、

「
近
代
」
を
生
き
る
自
分
に
は
理
解
で
き
な
い
「
陋
習
」
に
と
ら
わ
れ
た
人
々

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
百
閒
の
好
奇
の
目
と
無
知
に

も
と
づ
い
た
「
蕃
屋
」
に
対
す
る
反
応
は
、
当
時
の
「
内
地
人
」
の
一
般
的
な
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ま
な
ざ
し
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
）
25
（

。

　

な
お
、
百
閒
が
訪
ね
た
当
時
の
屏
東
は
す
で
に
、
清
か
ら
の
移
住
者
が
定
着

し
た
の
ち
、
日
本
の
「
理
蕃
」
政
策
の
名
の
も
と
に
先
住
民
族
の
弾
圧
が
繰
り

返
さ
れ
、
彼
ら
の
多
く
が
帰
順
を
強
い
ら
れ
た
あ
と
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景

の
も
と
で
作
ら
れ
た
「
蕃
屋
」
の
存
在
は
、
先
住
民
族
に
対
し
、
政
治
的
に
弾

圧
を
行
う
と
同
時
に
「
内
地
人
」
が
異
国
情
緒
を
味
わ
う
た
め
の
民
俗
的
標
本

を
提
出
さ
せ
る
と
い
う
文
化
的
な
搾
取
が
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

　

百
閒
も
そ
の
よ
う
な
「
蕃
屋
」
の
性
質
に
若
干
の
懸
念
を
も
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
一
方
で
そ
れ
と
同
時
に
こ
の
「
住
居
」
が
、「
内
地
人
」
が
好
奇
の
目
で

眺
め
る
だ
け
の
場
所
で
は
な
く
、
先
住
民
に
山
地
と
平
地
を
行
き
来
す
る
際
の

利
便
性
を
提
供
す
る
施
設
で
も
あ
る
こ
と
を
聞
き
、「
内
地
人
」
の
一
方
的
な

搾
取
で
は
な
い
と
安
心
を
覚
え
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
る
。

　

こ
の
蕃
屋
の
生
蕃
は
、
後
の
山
の
中
に
ゐ
る
一
族
の
酋
長
な
の
だ
さ
う

で
あ
る
が
、
そ
れ
が
話
し
合
ひ
で
屏
東
の
町
中
に
降
り
て
来
て
、
こ
の
家

の
中
に
住
ん
で
ゐ
る
。
さ
う
し
て
内
地
か
ら
来
た
旅
行
者
に
、
山
中
の
生

蕃
の
生
活
を
見
せ
て
く
れ
る
。
私
は
さ
う
云
ふ
事
を
す
る
と
山
中
の
一
族

が
腹
を
立
て
は
し
な
い
か
と
思
つ
た
け
れ
ど
、
実
際
は
生
蕃
が
山
か
ら
屏

東
へ
買
物
に
下
り
て
来
れ
ば
、
大
概
こ
の
蕃
屋
に
立
ち
寄
つ
て
、
泊
ま
つ

て
行
つ
た
り
す
る
さ
う
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
先
住
民
が
利
用
す
る
か
ら
と
い
っ
て
「
内
地
人
」
の
興
味
本
位
の

視
線
が
正
当
化
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
展
示
物
と
し
て
の
異
文
化

と
い
え
ば
、
こ
の
と
き
か
ら
三
十
年
以
上
を
さ
か
の
ぼ
る
「
人
類
館
事
件
」
が

ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
だ
ろ
う
。
大
阪
で
の
内
国
勧
業
博
覧
会
に
「
展
示
」
さ
れ
た

「
内
地
に
近
き
異
人
種
）
26
（

」
は
、
観
客
か
ら
好
奇
の
視
線
を
浴
び
、
結
果
と
し
て

沖
縄
県
や
清
国
の
人
々
の
抗
議
活
動
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
松
田
京

子
は
こ
の
「
学
術
人
類
館
」
が
一
九
一
二
年
の
東
京
・
上
野
で
の
拓
殖
博
覧
会

に
も
引
き
継
が
れ
、
そ
の
際
に
は
日
本
が
支
配
下
に
置
い
て
い
た
五
つ
の
地
域

の
う
ち
と
り
わ
け
て
も
「
台
湾
館
は
メ
イ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
内
で
最
大
の
陳
列
ス

ペ
ー
ス
を
も
ち
」「
台
湾
の
産
業
発
展
の
状
況
と
い
う
モ
チ
ー
フ
と
、
文
明
に

よ
る
「
野
蛮
」
の
教
化
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
、
巧
み
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
展
示

さ
れ
て
い
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
）
27
（

。

　

一
方
で
「
山
中
の
一
族
が
腹
を
立
て
は
し
な
い
か
」
と
い
う
百
閒
の
記
述
に

一
瞬
現
れ
る
宗
主
国
の
人
間
と
し
て
後
ろ
め
た
さ
、
言
い
換
え
れ
ば
自
分
が
差

別
す
る
側
に
立
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
自
覚
と
罪
悪
感
は
、
こ
の
作
家
が
例
え
ば

「
台
湾
館
」
に
象
徴
さ
れ
る
「
文
明
に
よ
る
「
野
蛮
」
の
教
化
」
に
対
し
て
、

わ
ず
か
な
が
ら
躓
き
を
覚
え
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ

う
し
た
視
点
は
「
屏
東
の
蕃
屋
」
発
表
当
時
の
時
勢
を
踏
ま
え
れ
ば
、
文
章
中

で
安
易
に
大
き
く
取
り
上
げ
る
こ
と
は
「
帝
国
」
へ
の
批
判
に
つ
な
が
る
た
め
、

危
険
を
伴
う
。
そ
れ
で
も
「
懸
念
」
と
い
う
形
式
で
漏
ら
さ
れ
た
植
民
地
主
義

へ
の
疑
問
は
、
百
閒
の
心
中
に
、
台
湾
先
住
民
に
対
す
る
差
別
感
情
と
相
反
し

な
が
ら
共
存
し
て
い
た
本
音
の
一
部
と
み
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
松
田
の
論
旨
に
沿
っ
て
「
産
業
発
展
の
状
況
」
と
「「
野
蛮
」

の
強
化
」
と
い
う
二
つ
の
「
モ
チ
ー
フ
」
を
念
頭
に
百
閒
の
旅
程
を
振
り
返
っ

て
み
れ
ば
、
前
述
の
縦
貫
線
を
利
用
し
て
の
旅
や
、
そ
れ
以
前
の
台
北
で
の
滞
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在
期
間
は
前
者
を
、
そ
し
て
い
ま
の
「
蕃
屋
」
と
い
う
一
種
の
「
展
示
コ
ー

ナ
ー
」
が
後
者
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
の
限
り

で
は
、
百
閒
の
台
湾
旅
行
そ
の
も
の
が
全
体
と
し
て
は
「
台
湾
館
」
の
展
示
を

越
え
る
体
験
で
は
な
か
っ
た
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
右

に
述
べ
た
よ
う
な
「
懸
念
」
と
し
て
表
出
さ
れ
た
植
民
地
主
義
へ
の
疑
問
も
ま

た
、
台
湾
旅
行
で
そ
の
実
態
を
目
の
当
た
り
に
し
て
こ
そ
百
閒
に
芽
生
え
た
感

情
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
「
航
路
案
内
」
を
日
本
郵
船
の
自
室
で
読
む
だ
け

で
は
知
る
こ
と
の
な
か
っ
た
「
帝
国
」
に
、
自
ら
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
現

実
の
自
覚
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
百
閒
が
こ
の
「
蕃
屋
」
で
学
ん
だ
と
み
ら
れ
る
の
は
、
こ
う
し

た
先
住
民
族
の
住
居
が
「
話
し
合
ひ
」
に
よ
り
平
地
に
移
築
さ
れ
、
案
内
係
を

つ
け
た
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
た
こ
と
の
背
景
に
あ
る
、
先
住
民
族
と

「
内
地
人
」
と
の
「
人
種
的
優
劣
」
の
存
在
を
前
提
と
し
た
一
種
の
協
力
関
係

で
あ
る
。
百
閒
は
先
住
民
住
居
の
周
辺
に
い
た
マ
イ
チ
ヨ
ス
の
子
供
ム
ニ
に

「
穴
明
き
の
十
錢
を
片
手
に
三
つ
、
片
手
に
二
つ
、
〆
て
五
十
錢
や
つ
た
」
あ

と
で
、
両
親
で
あ
る
「
マ
イ
チ
ヨ
ス
氏
と
ル
ス
ル
ス
夫
人
は
、
写
真
に
這
入
る

報
酬
と
し
て
一
同
十
錢
づ
つ
貰
ふ
」
こ
と
を
聞
き
、「
私
は
ム
ニ
坊
に
お
金
を

や
り
過
ぎ
た
か
知
ら
と
、
後
で
心
配
」
す
る
。

　

こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
、
山
中
か
ら
の
移
住
を
受
け
入
れ
る
か
わ
り
に
「
内

地
人
」
が
こ
こ
に
来
て
記
念
写
真
を
撮
影
す
る
た
び
に
彼
ら
か
ら
わ
ず
か
な
金

銭
を
受
け
取
り
、
ま
た
山
中
に
住
む
他
の
お
そ
ら
く
は
パ
イ
ワ
ン
族
を
中
心
と

し
た
先
住
民
が
宿
泊
費
用
を
負
担
せ
ず
に
平
地
へ
行
け
る
と
い
う
条
件
で
、
こ

の
「
蕃
屋
」
と
い
う
い
わ
ば
展
示
施
設
が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う

経
緯
が
伺
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
取
引
の
非
対
称
性
は
明
ら
か
だ
が
、
先
住
民
族
側

で
は
こ
の
「
話
し
合
ひ
」
に
応
じ
る
こ
と
で
自
ら
の
集
落
や
部
族
の
「
内
地
人
」

へ
の
帰
順
を
示
し
、
弾
圧
を
避
け
る
と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、
百
閒
が
出
会
っ
た
「
生
蕃
」
と
は
文

字
通
り
の
そ
れ
で
は
な
く
、
先
住
民
族
が
自
ら
を
家
族
や
生
活
空
間
も
ろ
と
も

「
展
示
品
」
に
し
た
「「
生
蕃
」
の
標
本
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
実
際

の
と
こ
ろ
マ
イ
チ
ョ
ス
は
「
内
気
」
な
態
度
な
が
ら
も
、
百
閒
と
日
本
語
で
会

話
を
交
わ
し
て
も
い
た
。
そ
の
よ
う
な
場
所
が
旅
行
案
内
に
記
さ
れ
る
程
度
に

知
ら
れ
た
観
光
地
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
日
本
の
侵
略
に
対
す
る
先

住
民
族
の
反
応
が
、
帰
順
す
る
「
熟
蕃
」
と
抵
抗
す
る
「
生
蕃
」
に
単
純
に
分

け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
は
前
述
の
と
お
り
百
閒
も
や
や
意
識
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
意
識
は
「
屏
東
の
蕃
屋
」
の
結
末
部
分
に
お
い
て
、
こ
の
時
に
撮
影
さ
れ

た
写
真
を
見
た
百
閒
が
冗
談
め
か
し
な
が
ら
も
「
マ
イ
チ
ヨ
ス
酋
長
の
引
き
締

ま
つ
た
表
情
」
に
「
顔
の
ま
は
り
が
大
き
い
計
り
」
の
自
分
を
比
較
し
て
「
見

ら
れ
な
い
醜
態
」
だ
と
嘆
い
て
み
せ
る
場
面
で
再
び
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。
も
ち

ろ
ん
そ
れ
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
「
酋
長
を
崇
拝
す
る
気
持
」
に

つ
い
て
は
割
り
引
い
て
捉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
先
ほ
ど
の
「
懸
念
」
と

合
わ
せ
て
こ
こ
に
も
、「
文
明
に
よ
る
「
教
化
」」
の
必
要
性
に
対
す
る
百
閒
の

疑
い
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
）
28
（

。

　

し
か
し
一
方
で
こ
の
「
蕃
屋
」
が
「
内
地
人
」
の
た
め
の
展
示
施
設
で
あ
る
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だ
け
で
な
く
、
先
住
民
族
の
宿
泊
施
設
と
し
て
も
利
用
可
能
で
あ
る
と
注
釈
的

に
述
べ
て
い
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
み
れ
ば
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
の

「
蕃
屋
」
が
百
閒
の
眼
に
は
「
平
和
的
」
な
「
理
蕃
」
の
結
果
と
し
て
映
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
見
方
は
、
侵
略
者
の
側
に
立
つ
百
閒
に

と
っ
て
自
ら
の
暴
力
性
を
意
識
せ
ず
に
す
む
方
法
で
も
あ
り
、
加
え
て
「
生
蕃
」

に
現
金
を
与
え
る
こ
と
で
彼
ら
の
経
済
を
助
け
て
い
る
と
さ
え
考
え
る
こ
と
も

で
き
る
方
法
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
百
閒
の
台
湾
旅
行
に
お
け
る
先
住
民
族
と
の
出
会
い
は
、
す
で

に
そ
れ
自
体
が
標
本
化
さ
れ
「
内
地
人
」
用
に
整
え
ら
れ
た
旅
行
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
一
行
程
に
す
ぎ
ず
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
場
所
へ
の
訪
問
に
よ
っ
て
、「
内

地
人
」
が
植
民
地
化
し
た
台
湾
に
お
い
て
現
地
の
と
り
わ
け
先
住
民
と
も
「
平

和
的
に
」
共
存
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
記
録
で

あ
る
「
屏
東
の
蕃
屋
」
と
い
う
文
章
も
ま
た
、
こ
う
し
た
「
理
蕃
」
政
策
の
複

雑
な
実
態
を
伝
え
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
擁
護
す
る
こ
と
の
正
当
性
を
読
者
に
印

象
づ
け
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

む
ろ
ん
こ
う
し
た
旅
行
記
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
百
閒
が
日
本
郵
船
の

一
社
員
で
あ
り
な
が
ら
著
名
な
作
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
影
響
力
を
も

ち
、
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
前
述
の

よ
う
に
個
人
的
な
つ
て
と
当
時
の
職
業
的
立
場
に
よ
っ
て
実
現
し
た
台
湾
旅
行

は
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
よ
う
な
一
連
の
旅
行
記
を
生
み
、
そ
れ
が
当

時
の
「
内
地
」
で
発
表
さ
れ
る
こ
と
で
、
観
光
的
な
興
味
に
お
い
て
「
内
地
人
」

を
「
外
地
」
台
湾
へ
惹
き
つ
け
る
役
割
を
果
た
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
節
で
は
こ
う
し
た
百
閒
の
当
時
の
作
家
活
動
に
つ
い
て
、
日
本
郵
船
嘱
託

と
作
家
と
い
う
二
つ
の
立
場
を
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
て
展
開
し
て
い
た
の
か

を
、
台
湾
旅
行
以
外
の
主
題
を
も
つ
テ
キ
ス
ト
に
も
目
を
向
け
な
が
ら
考
察
し

て
い
き
た
い
。

四
　
日
本
郵
船
と
百
閒

　

日
本
郵
船
入
社
当
時
の
百
閒
は
『
百
鬼
園
随
筆
』（
一
九
三
三
年
十
月
、
三

笠
書
房
）
で
当
た
り
を
取
っ
て
か
ら
の
六
年
間
に
十
一
冊
も
の
随
筆
集
・
小
説

集
・
童
話
集
を
上
梓
し
、「
奇
人
」
と
い
う
作
家
像
と
と
も
に
そ
の
名
が
す
で

に
広
く
浸
透
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
書
き
手
が
「
会
社
員
」
に
な
っ
た
話
題
性

か
ら
か
、
当
時
の
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
で
は
郵
船
で
の
勤
務
に
つ
い
て
書
い
た

随
筆
が
本
人
の
写
真
と
と
も
に
「
随
筆
家
と
し
て
令
名
高
い
百
鬼
苑
、
内
田
百

閒
先
生
は
、
こ
の
程
、
日
本
郵
船
に
入
社
、
五
十
一
歳
の
新
入
社
員
と
な
り
ま

し
た
。
仕
事
は
会
社
の
書
類
や
社
員
の
文
章
の
添
削
、
ザ
ッ
ト
作
文
の
先
生
と

い
ふ
と
こ
ろ
で
す
。
写
真
は
腰
弁
を
食
べ
る
百
閒
先
生
」
と
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

を
添
え
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
29
（

。

　

ま
た
百
閒
の
入
社
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
日
本
郵
船
株
式
会
社
内
に
設
置
さ

れ
た
郵
船
海
運
報
国
会
の
発
行
す
る
雑
誌
『
海
運
報
国
』
が
五
月
に
創
刊
さ
れ

た
こ
と
も
「
新
入
社
員
」
の
百
閒
に
力
を
与
え
た
。
百
閒
は
与
え
ら
れ
た
執
務

室
の
六
四
三
号
室
と
い
う
番
号
に
か
け
て
こ
れ
を
夢
獅
山
房
（
む
し
さ
ん
ぼ

う
）
と
名
付
け
、
同
誌
の
創
刊
か
ら
「
夢
獅
山
随
筆
」
と
題
し
た
連
載
を
開
始
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し
た
）
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。
や
は
り
こ
の
年
の
五
月
に
創
刊
さ
れ
た
文
藝
春
秋
社
の
雑
誌
『
大
洋
』

と
と
も
に
、
百
閒
は
恰
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
た
な
発
表
の
場
を
得
て
い
た
の

で
あ
る
。

　

一
方
日
本
郵
船
に
と
っ
て
も
、
百
閒
を
採
用
す
る
こ
と
は
、
旅
客
船
を
利
用

し
た
植
民
地
へ
の
旅
行
ブ
ー
ム
を
後
押
し
す
る
広
告
塔
の
獲
得
と
い
う
点
で
メ

リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
げ
ん
に
こ
の
年
の
七
月
、
日
本
郵
船
は
所

有
す
る
客
船
へ
の
試
乗
を
百
閒
に
提
案
し
て
お
り
）
31
（

、
そ
の
横
浜
│
神
戸
間
周
遊

の
経
過
を
書
い
た
複
数
の
文
章
が
九
月
に
は
『
海
運
報
国
』『
中
央
公
論
』『
改

造
』
で
そ
れ
ぞ
れ
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
『
中
央
公
論
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
波
光
漫
筆
」
で

は
、
乗
船
す
る
鎌
倉
丸
に
つ
い
て
「
総
噸
数
は
一
万
七
千
五
百
噸
で
あ
つ
て
」

「
日
本
の
一
番
大
き
な
船
の
一
つ
だ
さ
う
で
あ
る
」
と
簡
単
に
紹
介
し
た
後
で
、

甲
板
か
ら
は
船
が
「
大
浪
を
切
り
分
け
て
進
ん
で
行
く
」
様
子
が
眺
め
ら
れ
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
船
内
で
は
「
大
変
な
御
馳
走
」
が
供
さ
れ
、
ま
た
「
天
然
色

の
ト
ー
キ
ー
映
画
」
も
上
映
さ
れ
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
記
述
か
ら
は
、
百
閒
が
単
な
る
移
動
手
段
を
越
え
た
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
性
を
船
の
魅
力
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

は
前
述
の
台
湾
旅
行
で
も
、
長
距
離
で
の
移
動
そ
れ
自
体
を
旅
行
の
楽
し
み
と

位
置
付
け
て
い
る
こ
と
と
通
じ
る
発
想
だ
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
自

社
の
所
有
す
る
客
船
の
特
徴
を
随
筆
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
の
枠
内
で
「
あ
り
の
ま

ま
に
」
書
く
）
32
（

こ
と
で
、
百
閒
の
旅
行
記
や
乗
船
体
験
記
が
、
日
本
郵
船
に
と
っ

て
格
好
の
宣
伝
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。

　

加
え
て
こ
の
時
期
に
は
、
制
定
間
も
な
い
「
海
の
記
念
日
」
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね

た
こ
う
し
た
客
船
上
で
の
座
談
会
が
た
び
た
び
催
さ
れ
て
も
い
た
。「
海
の
記

念
日
」
は
明
治
天
皇
が
函
館
か
ら
船
を
利
用
し
て
帰
京
し
た
史
実
に
も
と
づ
き
、

「
海
運
報
国
を
合
言
葉
に
時
局
の
荒
波
を
乗
り
切
つ
て
活
躍
す
る
〝
日
の
丸
商

船
隊
〞」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
一
年
四
月
二
十
五
日
）
を
顕
彰
す
る
目
的
で

逓
信
省
が
中
心
と
な
り
、
七
月
二
十
日
を
そ
の
日
と
し
て
一
九
四
一
年
に
制
定

さ
れ
た
）
33
（

。

　

こ
の
「
海
の
記
念
日
」
に
あ
わ
せ
て
朝
日
新
聞
社
が
開
催
し
た
一
九
四
一
年

七
月
十
五
〜
十
六
日
の
氷
川
丸
船
上
座
談
会
で
は
、
林
芙
美
子
や
柳
田
国
男
を

は
じ
め
と
す
る
「
文
化
人
」
の
ほ
か
、
軍
人
を
含
む
十
六
名
の
出
席
者
に
百
閒

も
「
日
本
郵
船
顧
問
」
の
肩
書
で
名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
の
模
様
は
朝
日
新
聞

紙
上
で
「
海
ゆ
く
座
談
会
」
と
し
て
、
同
十
八
日
か
ら
二
十
四
日
に
か
け
て
五

回
に
わ
た
り
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
な
か
で
百
閒
は
司
会
を
務
め
、
当
日
の
出
席

者
か
ら
「
大
東
亜
共
栄
圏
を
打
ち
樹
て
る
大
仕
事
」
が
「
二
千
六
百
一
年
を
更

に
遡
つ
て
御
代
の
昔
か
ら
与
へ
ら
れ
て
ゐ
た
民
族
的
の
仕
事
」
で
あ
る
と
い
う

見
解
や
、「
支
那
事
変
」
に
際
し
て
「
海
軍
の
手
と
な
り
足
と
な
つ
」
て
活
動

し
た
商
船
関
係
産
業
を
「
海
軍
の
相
棒
」
と
位
置
付
け
、
発
展
の
必
要
性
を
説

く
発
言
を
引
き
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
駆
け
て
や
は
り
日
本
郵
船
の
所
有
す
る
新
田
丸
で
催
さ
れ

た
船
上
座
談
会
の
内
容
は
、「
浮
世
は
な
れ
て
海
上
閑
談
会
」
の
見
出
し
で
『
文

藝
春
秋
』
一
九
四
〇
年
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
号
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
お
け
る
折
か
ら
の
戦
火
拡
大
を
特
集
し
て
お
り
、
真
珠
湾
攻
撃
以
前
の
日
本
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に
と
っ
て
の
客
船
で
行
く
海
が
経
済
活
動
に
よ
る
「
報
国
」
を
象
徴
す
る
だ
け

で
な
く
、「
浮
世
は
な
れ
」
た
場
所
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
座
談
会
だ

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、「
異
国
情
緒
」

を
求
め
て
の
植
民
地
旅
行
の
推
進
と
も
共
鳴
す
る
海
の
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
船
上
座
談
会
の
出
席
者
・
司
会
者
と
し
て
ま
さ
に
適
役
で

あ
っ
た
百
閒
は
、
こ
う
し
た
形
で
メ
デ
ィ
ア
へ
の
露
出
を
重
ね
、
日
本
郵
船
を

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
植
民
地
主
義
の
宣
伝
役
を
担
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ

の
宣
伝
の
手
法
と
は
、
一
方
で
「
大
東
亜
共
栄
圏
を
打
ち
樹
て
る
大
仕
事
」
と

い
う
英
雄
的
な
物
言
い
を
座
談
会
の
司
会
と
し
て
出
席
者
か
ら
引
き
出
す
こ
と

に
あ
り
、
他
方
で
は
複
雑
化
す
る
政
治
情
勢
や
国
際
社
会
の
様
相
を
い
っ
と
き

忘
れ
ら
れ
る
客
船
や
、
そ
れ
が
目
指
す
自
国
の
所
有
物
と
し
て
の
「
異
郷
」
の

風
景
に
言
及
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
す
で
に
述
べ
た
台
湾
旅
行
に
お
い
て
も
、

個
人
的
な
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
先
に
立
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
結
果
的
に
こ
れ
ま

で
挙
げ
て
き
た
日
本
郵
船
嘱
託
社
員
と
い
う
肩
書
で
の
宣
伝
活
動
の
一
端
と
し

て
、
そ
の
記
録
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
内
田
百
閒
の
日
本
郵
船
時
代
に
つ
い
て
、
台
湾
へ
の
旅
行
を
中
心
に

そ
の
活
動
の
特
質
を
考
察
し
て
き
た
。
は
じ
め
に
百
閒
の
「
外
地
」
台
湾
へ
の

旅
行
を
め
ぐ
る
経
緯
を
確
認
し
、
旅
行
記
の
記
述
を
も
と
に
、
利
用
し
た
航

路
・
鉄
路
や
観
光
し
た
場
所
を
日
程
順
に
整
理
し
、
旅
行
の
特
徴
と
旅
行
記
の

性
格
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
な
ぞ
る
よ
う
な
観

光
で
は
必
ず
し
も
な
い
旅
程
の
な
か
、
台
湾
西
部
を
縦
断
す
る
た
め
に
利
用
し

た
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
性
格
の
三
種
類
の
路
線
か
ら
の
風
景
が
旅
行
記
に
書
き

込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
乗
車
時
間
を
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
し
て
捉

え
る
長
距
離
移
動
の
旅
と
い
う
点
が
こ
の
旅
の
特
質
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
）
34
（

。

　

次
に
、
旅
行
記
の
中
で
特
に
訪
問
先
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
「
蕃
屋
」

と
呼
ば
れ
た
台
湾
の
先
住
民
族
住
居
に
つ
い
て
、
百
閒
が
ど
の
よ
う
な
目
で
そ

れ
を
眺
め
た
か
を
検
討
し
た
。
は
じ
め
に
『
台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
』
お
よ
び
旅

行
記
の
記
述
か
ら
こ
の
「
蕃
屋
」
が
実
際
に
は
山
地
を
生
活
の
場
と
す
る
パ
イ

ワ
ン
族
の
一
家
族
を
平
地
に
家
屋
ご
と
移
住
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、「
内
地
人
」

を
利
用
客
に
想
定
し
た
一
種
の
生
体
展
示
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
旅
行
記
「
屏
東
の
蕃
屋
」
に
お
い
て
読
み
取
れ
る
百
閒
の
台
湾

に
対
す
る
印
象
、
す
な
わ
ち
台
湾
先
住
民
族
と
の
出
会
い
が
百
閒
に
植
民
地
主

義
へ
の
疑
問
を
芽
生
え
さ
せ
は
し
た
も
の
の
、
先
住
民
族
へ
の
見
方
も
典
型
的

な
「
文
明
化
社
会
」
か
ら
「
未
開
社
会
」
へ
の
好
奇
の
ま
な
ざ
し
を
抜
け
出
し

て
は
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
視
角
で
の
旅
行
記
が
当

時
の
「
内
地
」
に
お
い
て
、
台
湾
先
住
民
に
対
す
る
差
別
感
情
へ
の
後
ろ
め
た

さ
や
侵
略
へ
の
罪
悪
感
を
わ
ず
か
な
が
ら
示
唆
し
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
は

「
理
蕃
」
政
策
を
正
当
化
し
、
そ
の
暴
力
性
を
覆
い
隠
そ
う
と
試
み
な
が
ら
「
外

地
」
台
湾
へ
「
内
地
人
」
を
惹
き
つ
け
る
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う
読
解
を
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行
っ
た
。

　

こ
う
し
た
台
湾
旅
行
と
そ
れ
を
文
章
化
し
て
発
表
す
る
こ
と
が
当
時
の
「
内

地
」
に
お
け
る
植
民
地
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
発
展
へ
働
き
か
け
た
可
能
性
を
検
討
し

た
の
ち
、
や
や
視
点
を
広
げ
て
こ
の
時
期
の
日
本
郵
船
嘱
託
社
員
と
し
て
の
他

の
活
動
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
質
を
考
察
し
た
。
ま
ず
、
入
社
間
も
な
い
頃
の

百
閒
に
は
、
広
く
知
ら
れ
た
作
家
が
五
十
歳
を
過
ぎ
て
「
新
入
社
員
」
と
な
っ

た
と
い
う
話
題
性
に
加
え
、
新
た
に
創
刊
さ
れ
た
『
海
運
報
国
』
や
『
大
洋
』

な
ど
の
雑
誌
が
う
っ
て
つ
け
の
執
筆
活
動
の
場
に
な
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

具
体
的
に
は
、
日
本
郵
船
が
所
有
す
る
客
船
に
乗
り
込
ん
で
の
座
談
会
へ
の
出

席
を
重
ね
て
い
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、「
海
の
記
念
日
」
関
連
行
事
と
し
て
の

座
談
会
に
お
け
る
司
会
役
を
含
む
発
言
な
ど
を
と
お
し
て
、
ま
さ
に
「
海
運
に

よ
る
報
国
」
を
標
榜
す
る
日
本
郵
船
の
広
告
塔
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
、

こ
の
時
期
の
百
閒
の
活
動
の
特
質
と
し
て
位
置
付
け
た
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
、
百
閒
の
日
本
郵
船
時
代
と
は
、
台
湾
旅
行
を
最
大
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
植
民
地
へ
の
旅
行
や
そ
れ
に
連
な
る
海
運
産
業
が
い
か
に

「
国
家
の
た
め
に
」
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
、
ま
た
今
後
も
果
た
し

て
い
く
べ
き
か
を
、
随
筆
や
座
談
会
と
い
っ
た
比
較
的
気
軽
に
読
ま
れ
る
文
章

類
に
よ
っ
て
当
時
の
一
般
市
民
に
広
く
知
ら
せ
る
活
動
に
力
を
注
い
だ
時
期
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。こ
う
し
た
「
時
局
」
向
き
の
活
動
は
、『
百
鬼
園
随
筆
』

で
知
名
度
を
上
げ
、
小
説
よ
り
は
随
筆
に
よ
っ
て
読
者
を
獲
得
し
て
い
た
百
閒

な
ら
で
は
の
訴
求
力
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
百
閒
は
こ
う
し
た
座
談
会
の
記
録
を
「
新
田
丸
座
談
会
覚
書
」（『
海

運
報
国
』
一
九
四
〇
年
五
月
）
や
「
氷
川
丸
座
談
会
覚
書
」（『
海
運
報
国
』
一

九
四
〇
年
十
月
）
な
ど
の
随
筆
と
し
て
発
表
し
て
も
い
る
。
こ
れ
ら
「
座
談
会

覚
書
」
の
中
身
は
、
百
閒
が
郵
船
嘱
託
に
し
て
作
家
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、

社
内
で
座
談
会
出
席
者
の
人
選
に
つ
い
て
受
け
た
相
談
内
容
に
つ
い
て
出
版
社

へ
顔
を
つ
な
い
だ
こ
と
や
、
数
人
に
つ
い
て
は
候
補
に
挙
が
っ
て
い
た
も
の
の

出
席
が
か
な
わ
な
か
っ
た
）
35
（

こ
と
な
ど
を
記
し
た
、
や
や
興
味
深
い
楽
屋
話
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

む
ろ
ん
、
座
談
会
に
お
け
る
会
話
は
テ
キ
ス
ト
と
し
て
流
通
す
る
こ
と
を
前

提
と
す
る
以
上
、「
覚
書
」
は
そ
こ
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
の
内
容
と
重
複
し
て

は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
記
録
さ
れ
な
い
出
来
事
を
点
綴
し
て
い
く
こ
と
こ

そ
が
「
覚
書
」
の
役
割
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
む
し
ろ
日
本
郵
船
社
員
と
し
て
の

百
閒
に
よ
る
こ
う
し
た
「
裏
話
」
の
発
信
に
よ
っ
て
、
い
か
に
多
く
の
著
名
人

が
「
海
運
報
国
を
合
言
葉
に
」
植
民
地
と
本
国
を
結
ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
に
賛
同
し
て

い
た
か
を
印
象
づ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

こ
う
し
た
日
本
郵
船
時
代
の
諸
テ
キ
ス
ト
か
ら
わ
か
る
の
は
、
百
閒
が
自
身

の
執
筆
活
動
を
、
広
く
名
前
の
知
ら
れ
た
作
家
と
い
う
立
場
と
日
本
郵
船
嘱
託

社
員
と
い
う
立
場
の
両
方
を
巧
み
に
結
び
付
け
て
展
開
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
一
方
で
は
従
来
の
執
筆
活
動
の
延
長
線
上
に
あ
る

か
の
よ
う
な
旅
行
記
や
乗
船
体
験
の
記
録
と
い
う
多
数
の
随
筆
を
発
表
す
る
こ

と
で
、
作
家
と
し
て
の
活
動
を
発
展
さ
せ
、
他
方
で
は
そ
れ
が
日
本
郵
船
の
企

業
Ｐ
Ｒ
と
な
り
、
あ
る
い
は
郵
船
所
有
の
客
船
に
よ
る
「
外
地
」
旅
行
の
宣
伝

と
も
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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こ
の
よ
う
に
日
本
郵
船
時
代
の
百
閒
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
こ
の
作
家
が
日
本

文
学
報
国
会
へ
の
入
会
を
拒
ん
だ
と
い
う
事
実
だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
、
随

筆
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
根
差
し
た
植
民
地
主
義
の
推
進
と
い
う
方
法
で
「
時
局
」

に
適
応
し
た
履
歴
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
変
遷
を
よ
り
詳
細
に
跡
付
け

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
百
閒
に
対
す
る
従
来
の
作
家
像
を
大
き
く
更
新
す
る

必
要
性
が
明
確
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注

（
１

）　
『
百
鬼
園　

戦
前
・
戦
中
日
記　

上
』（
以
下
『
日
記
』
と
略
記
す
る
）
二
〇
一
九
年
、

慶
応
大
学
出
版
、
二
六
六
ペ
ー
ジ
。

（
２

）　
『
日
記
』
二
六
九
ペ
ー
ジ
。

（
３

）　
「
蕃
さ
ん
と
私
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
四
九
年
十
二
月
四
日
。

（
４

）　
『
日
記
』
三
三
四
〜
三
三
五
ペ
ー
ジ
。

（
５

）　
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
一
九
四
二
年
六
月
二
十
四
日
。

（
６

）　

注（
５

）に
同
じ
。

（
７

）　

戦
前
期
の
「
航
路
案
内
」
の
記
述
に
つ
い
て
、
荒
山
正
彦
は
「
日
本
の
領
域
を
、
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
実
地
経
験
で
確
認
さ
せ
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し

て
い
る
（「「
内
地
」
と
「
外
地
」
を
め
ぐ
る
海
上
ツ
ー
リ
ズ
ム
」『
関
西
学
院
史
学
』

二
〇
一
〇
年
三
月
、
関
西
学
院
大
学
史
学
会
）。
ま
ず
「
航
路
案
内
」
を
通
し
て
台
湾

に
触
れ
た
百
閒
は
、
想
像
力
を
刺
激
す
る
「
日
本
の
領
域
」
に
惹
き
つ
け
ら
れ
、
本
稿

で
扱
う
よ
う
に
や
が
て
そ
の
実
体
験
を
記
し
た
一
連
の
台
湾
旅
行
記
に
よ
っ
て
こ
う
し

た
「
意
図
」
を
結
果
的
に
再
生
産
し
た
こ
と
で
、「
内
地
」
の
読
者
の
目
を
同
様
に
「
異

国
」
的
な
「
日
本
の
領
域
」
へ
と
向
か
わ
せ
た
と
い
え
よ
う
。

（
８

）　
「
基
隆
の
結
滞
」『
大
洋
』
一
九
四
一
年
六
月
、
執
筆
者
未
見
。

（
９

）　

注（
８

）に
同
じ
。
な
お
「
一
病
息
災
」
な
ど
の
随
筆
で
百
閒
は
、
極
端
な
頻
脈
の
持

病
が
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

（
10
）　

台
湾
総
督
府
交
通
局
鉄
道
部
『
昭
和
九
年
度
版　

台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
』
水
谷
真
紀

編
『
台
湾
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』
二
〇
一
二
年
、
ゆ
ま
に
書
房
。
以
下
『
台
湾
鉄
道
旅
行
案

内
』
と
略
記
す
る
。

（
11
）　

高
西
鳳
『
植
民
地
の
鉄
道
』
二
〇
〇
六
年
、
日
本
経
済
評
論
社
、
六
〜
九
ペ
ー
ジ
。

（
12
）　

小
牟
田
哲
彦
『
大
日
本
帝
国
の
海
外
鉄
道
』
二
〇
一
五
年
、
東
京
堂
出
版
、
二
六
ペ
ー

ジ
。

（
13
）　

横
路
啓
子
「
台
北
の
日
本
人
社
会
│
│
近
代
都
市
台
北
の
成
り
立
ち
と
台
湾
鉄
道
ホ

テ
ル
」
和
田
博
文
・
黃
翠
娥
編
『〈
異
郷
〉
と
し
て
の
大
連
・
上
海
・
台
北
』
二
〇
一

五
年
三
月
、
勉
誠
出
版
。

（
14
）　

注（
10
）文
献
、
五
六
〜
五
八
ペ
ー
ジ
。

（
15
）　

注（
９

）文
献
、
十
三
ペ
ー
ジ
。

（
16
）　
「
バ
ナ
ナ
の
菓
子
」『
ス
ヰ
ー
ト
』
一
九
四
〇
年
三
月
。

（
17
）　

注（
10
）文
献
、
二
八
ペ
ー
ジ
。

（
18
）　
「
小
さ
な
列
車
」『
ス
ヰ
ー
ト
』
一
九
四
一
年
一
月
。
明
治
製
菓
株
式
会
社
の
Ｐ
Ｒ
誌

で
あ
る
『
ス
ヰ
ー
ト
』
は
当
時
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
や
キ
ャ
ラ
メ
ル
な
ど
の
菓
子
類
の
ほ

か
に
そ
の
原
材
料
で
あ
る
台
湾
産
の
砂
糖
の
製
品
化
ま
で
に
関
す
る
情
報
を
大
き
く
取

り
上
げ
て
お
り
、
登
場
人
物
が
製
糖
工
場
を
見
学
す
る
漫
画
の
連
載
も
見
え
る
。
し
た

が
っ
て
こ
の
旅
行
記
も
、
そ
の
よ
う
な
砂
糖
の
生
産
過
程
を
テ
ー
マ
と
し
た
記
事
の
一

部
と
し
て
同
誌
の
中
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
い
え
る
。

（
19
）　

注（
15
）文
献
に
同
じ
。
ま
た
「
砂
糖
黍
」
に
も
同
様
の
記
述
が
見
え
る
。
当
時
、
短

距
離
で
砂
糖
を
運
搬
す
る
製
糖
鉄
道
の
多
く
が
こ
う
し
た
「
軽
快
な
ガ
ソ
リ
ン
カ
ー
」

を
導
入
し
て
い
た
（
注（
10
）文
献
、
五
一
ペ
ー
ジ
）。

（
20
）　

注（
15
）文
献
に
同
じ
。

（
21
）　
『
台
湾
鉄
道
旅
行
案
内
』
一
一
四
ペ
ー
ジ
。

（
22
）　

住
田
イ
サ
ミ
『
台
湾
先
住
民
族
の
刺
繍
と
織
物
│
│
階
層
制
か
ら
み
た
パ
イ
ワ
ン
群

族
』
二
〇
〇
二
年
一
月
、
大
修
館
書
店
、
三
三
ペ
ー
ジ
。

（
23
）　

松
澤
員
子
「
先
住
民
の
系
統
と
居
住
地
域
」
国
立
民
族
学
博
物
館
編
『
台
湾
先
住
民

の
文
化
│
伝
統
と
再
生
│
』
一
九
九
四
年
三
月
、
国
立
民
族
学
博
物
館
。
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（
24
）　

注（
21
）文
献
に
同
じ
。

（
25
）　

と
は
い
え
大
東
和
重
が
國
分
直
一
の
台
湾
先
住
民
族
の
調
査
活
動
に
つ
い
て
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
か
り
に
こ
う
し
た
先
住
民
族
へ
の
深
い
関
心
を
も
っ
て
彼
ら
を
知
ろ

う
と
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
支
配
│
被
支
配
の
隔
た
り
が
消
え
る
わ
け
で
は
な
い
。

先
住
民
族
へ
の
「
内
地
人
」
の
接
近
が
こ
う
し
た
関
係
に
一
石
を
投
じ
る
こ
と
は
確
か

だ
と
し
て
も
、「
彼
ら
の
関
係
は
明
ら
か
に
対
等
で
は
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
（『
台
湾

の
歴
史
と
文
化　

六
つ
の
時
代
が
織
り
な
す
「
美
麗
島
」』
二
〇
二
〇
年
二
月
、
中
央

公
論
新
社
、
十
七
〜
二
十
七
ペ
ー
ジ
）。
し
た
が
っ
て
百
閒
が
た
と
え
ば
国
分
や
、
水

谷
真
紀
の
指
摘
す
る
「
保
護
さ
れ
た
旅
行
者
に
と
っ
て
目
に
留
め
た
と
し
て
も
通
り
過

ぎ
て
し
ま
う
よ
う
な
風
景
」
を
「
自
ら
掴
み
に
行
く
こ
と
を
選
ん
だ
」
野
上
弥
生
子

（「
台
湾
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
」
注
９

文
献
『
台
湾
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
』
九
二
〇
ペ
ー
ジ
）
の
よ

う
な
態
度
で
先
住
民
族
に
関
心
を
寄
せ
た
と
す
れ
ば
、
百
閒
の
立
場
と
も
相
ま
っ
て
そ

れ
は
ま
た
別
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
26
）　
「
場
外
の
余
興
」『
風
俗
画
報
』
一
九
〇
三
年
六
月
十
日
、
三
七
ペ
ー
ジ
。

（
27
）　

松
田
京
子
「
人
間
の
「
展
示
」
と
植
民
地
表
象
│
│
一
九
一
二
年
拓
殖
博
覧
会
を
中

心
に
│
│
」『
帝
国
の
思
考　

日
本
「
帝
国
」
と
台
湾
原
住
民
』
二
〇
一
四
年
三
月
、

有
志
舎
、
一
五
八
〜
一
六
七
ペ
ー
ジ
。

（
28
）　

こ
う
し
た
百
閒
の
植
民
地
主
義
に
対
す
る
批
評
性
に
つ
い
て
は
、
し
か
し
な
が
ら
同

時
に
文
明
／
非-

文
明
の
二
項
に
よ
る
対
立
と
、「
弱
い
」
前
者
と
「
強
い
」
後
者
と

い
う
構
造
主
義
的
な
思
考
体
系
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
こ
と
に
は
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
29
）　
「
腰
弁
の
弁
」『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
一
九
三
九
年
七
月
十
二
日
。
こ
の
頃
こ
う
し
た
作

家
・
文
学
者
の
「
就
職
」
は
、
大
宅
壮
一
や
神
西
清
な
ど
複
数
例
が
あ
り
「
事
変
の
余

波
で
浮
び
上
つ
た
イ
ン
テ
リ
自
由
職
業
者
の
嘱
託
業
」
を
批
判
的
に
と
ら
え
る
む
き
も

あ
っ
た
（「
イ
ン
テ
リ
の
嘱
託
業
」『
読
売
新
聞
』
一
九
三
九
年
七
月
十
三
日
夕
刊
）。

（
30
）　
「
夢
獅
山
房
」『
海
運
報
国
』
一
九
三
九
年
七
月
、
執
筆
者
未
見
。

（
31
）　
『
日
記
』
三
〇
一
ペ
ー
ジ
。

（
32
）　

書
き
手
の
実
生
活
や
感
想
を
「
あ
り
の
ま
ま
に
」
書
い
て
い
る
と
い
う
了
解
の
も
と

で
読
解
さ
れ
る
テ
キ
ス
ト
を
め
ぐ
っ
て
は
、
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
に
お
け
る
い
わ
ゆ

る
私
小
説
の
流
行
を
背
景
に
、
随
筆
と
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
的
境
界
が
大
き
く
変
動
し
て

い
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
一
九
三
三
年
刊
行
の
『
百
鬼
園
随
筆
』
の
内
容
と
構
成
か

ら
は
、
こ
の
こ
と
を
百
閒
が
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
山
田
桃
子
「
戦
前

期
「
随
筆
」
の
流
行
と
内
田
百
閒
│
│
『
百
鬼
園
随
筆
』
刊
行
前
後
の
問
題
を
中
心
に

│
│
」（『
日
本
近
代
文
学
』
二
〇
一
九
年
十
一
月
、
日
本
近
代
文
学
会
）
お
よ
び
拙
稿

「『
百
鬼
園
随
筆
』
論
│
│
方
法
と
し
て
の
一
人
称
か
ら
照
射
す
る
「
随
筆
」
の
範
囲

│
│
」（『
国
文
学
研
究
』
二
〇
一
九
年
六
月
、
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
）
を
参
照
。

（
33
）　
「
海
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
海
洋
国
日
本
の
繁
栄
を
願
う
」（『
国
民
の
祝

日
に
関
す
る
法
律
』
第
二
条
）
こ
と
を
趣
旨
と
す
る
現
在
の
「
海
の
日
」
は
実
質
的
に

こ
れ
を
引
き
継
い
で
い
る
と
い
え
る
。

（
34
）　

こ
の
よ
う
な
移
動
そ
の
も
の
を
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
化
す
る
百
閒
の
旅
行
記
は
、

『
阿
房
列
車
』（
一
九
五
二
年
六
月
、
三
笠
書
房
）
に
代
表
さ
れ
る
「
阿
房
列
車
」
シ
リ
ー

ズ
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
一
度
は
焦
土
と
化
し
た
日
本
列
島
の
復
興

の
模
様
を
記
し
て
い
く
と
い
う
「
阿
房
列
車
」
の
性
格
が
、
植
民
地
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
支

え
る
台
湾
旅
行
記
を
起
点
に
育
ま
れ
た
と
い
う
点
は
、
一
九
四
五
年
を
一
つ
の
区
切
り

と
し
て
百
閒
の
執
筆
活
動
を
跡
づ
け
る
に
あ
た
り
興
味
深
い
経
過
と
い
え
よ
う
。

（
35
）　

新
田
丸
船
上
座
談
会
に
つ
い
て
、
正
宗
白
鳥
、
谷
崎
潤
一
郎
、
菊
池
寛
、
小
林
一
三

の
四
名
は
「
差
支
へ
が
出
来
て
不
参
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。（「
新
田
丸
座
談
会
覚
書
」）。
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日本郵船時代の台湾旅行記および台湾関係文章一覧

題　名 初出年月日 初出誌 言及されている台湾の地名など 初　刊

蟻と砂糖 1939年８月 『スヰート』 台湾の砂糖会社〔不詳〕 『船の夢』
1941年、那珂書店

大和丸 1940年１月 『大洋』 基隆、彭佳嶼 『船の夢』

バナナの菓子 1940年３月 『スヰート』 下淡水溪、屏東、潮州 『船の夢』

屏東の蕃屋 1940年４月 『海運報国』 「蕃屋」〔先住民族住居〕、蔴荳 『船の夢』

小列車（注１） 1941年１月 『スヰート』 番子田駅、明治製糖会社、蔴荳 『船の夢』

基隆の結滞 1941年６月 『大洋』

彭佳嶼、基隆、上屋〔台北〕、
番子田、台南、高雄、溪州、下
濁水溪、屏東、蔴荳、安平城、
佳里農場

『船の夢』

神風機余録 1942年１月
28日 『アサヒグラフ』 台北、台南、高雄、屏東、潮州、溪州、鵞鑾鼻

『沖の稲妻』
1942年、新潮社

迎暑 1942年７月
22日 『アサヒグラフ』 基隆、台北、台南、屏東、北回帰線 『沖の稲妻』

砂糖黍 不明 不明 佳里農場 『船の夢』

時化 不明 不明 基隆、彭佳嶼 『船の夢』

波のうねうね 不明 不明 基隆 『沖の稲妻』

蓬莱島余談（注２） 不明 『百閒座談』か 『百閒座談』
1941年、三省堂

（注１）　初出時の題名は「小さな列車」。
（注２） 　本来は杉山平助との対談で、『中央公論』1940年７月掲載予定だったが検閲により掲載不可と

なった。
『百閒座談』では百閒の発言のみを収録している。




